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【研究の背景・目的・内容】 

外国に渡った女性移民に関する資料や記録は残りにくいため、日本人女性移民に関する研究はいまだ

充分になされていない。このため女性移民史の中でも「写真花嫁」と共に比較的資料が残っている「戦争

花嫁」移民に着目し、日本から国外へ渡った日本人女性移民史の構築に取り組んでいる。政治や外交の

記録には残りにくい少数派や周縁化されてきた人々の歴史を知る方法としてオーラルヒストリーの

手法があり、「戦争花嫁」移民の研究にもこの手法が有用であると考えている。日本の敗戦後に戦

勝国の兵士と結婚し国外へ移住した「戦争花嫁」が学術分野で着目されることはしばらくなかった

が、女性自身が主体的に語ることにより、女性たちがアメリカ社会、日系アメリカ人コミュニティ、

そして日米の懸け橋として活躍してきた姿が明らかになった。 
 

【研究方法の特色】 

「戦争花嫁」の方々が設立した日系国際結婚親睦会に所属し、そこで知りあった移民女性たちの

主流社会との関わりや日系社会との関わりをフィールドワークによって考察した。そして、横浜に

ある海外移住資料館の委託学術研究プロジェクト「海を渡った花嫁たち-日本人女性移民の研究-」

の一環で、「戦争花嫁」移民に聞き取り調査を行った。アメリカ本土シアトルで 10名、デンバーで

8名、ハワイのホノルル周辺で 14名、合計 32名のインタビューを記録した。インタビューのほか

にアンケートも実施した。アンケートは匿名で、日系国際結婚親睦会に所属している会員を中心に、

アメリカ本土在住の女性約 354名、ハワイ在住の方々35名に送付した。これらの研究成果は、独立

行政法人 JICA海外移住資料館の委託学術研究プロジェクト「海を渡った花嫁たち-日本人女性移民

の研究-」（2006年～2008年）の集大成として、2009年 10月 16日(金)～12月 20日の日程で展示

の一般公開を行った。この企画展には美智子皇后が訪れて「戦争花嫁」移民の苦労や功績をご確認

なさった。 



【応用例、研究の展望】 

「戦争花嫁」移民は現在、多くの女性たちが90歳を超え高齢化している。次の研究段階として、

主に、アメリカ本土およびハワイに移住した「戦争花嫁」移民の子供および孫世代に聞き取り調査

を行い、彼らのルーツがある日本に関する理解や日本とのつながり方、彼らが持つトランスナショ 

ナルな価値観、自己認識の特殊性や類似性を明らかにする。また、次世代がどのように「戦争花嫁」

移民の歴史を理解しているのかについても検証する。コロナ禍、渡米しての聞き取り調査が困難を

極める中、本研究はドキュメンタリー「七転び八起き：アメリカへ渡った戦争花嫁物語」（”Fall 

Seven Times Get Up Eight: The Japanese War Brides”）に着目している。「七転び八起き：アメ

リカへ渡った戦争花嫁物語」は、2015年に「戦争花嫁」移民の娘であるルーシー・クラフト、キャ

スリン・トールバート、ケレン・カズマウスキーの3人の監督によって制作された。日本女子大学で

は2016年3月19日に行った学術交流シンポジウムに監督の1人、ルーシー・クラフト氏を招聘してド

キュメンタリー上映を行い、制作過程や意義についてご講演いただく機会を設けた。 
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